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十返舎 一九（じっぺんしゃ いっく）

資 料

短冊 『かかるものの もろくも落つ 鹿の角 いちく』

作 者

１７６５（明和２）．２．８－１８３１（天保２）．８．７

駿河（静岡県）生まれ。

大坂町奉行の配下として大坂へ上るが、武士を止め浄瑠璃

の作者となる。後に、江戸に出て版元蔦屋重三郎のもとで、

黄表紙、洒落本や滑稽本を書き人気の戯作者となる。
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